



























































d十l ネプラスカ カンザス ネプラスカ カンザス オクラホ7 コロラド
郡 アダムズ J、~ - J、e ーー フロンティア 7 ィネー シマロン キオワ
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ワオキシマロンフィネ ーフロンティア. . ハーハーアダ ム ズ郡
農民の推量
C 100年中の年数〉
34.9 34 8 28.6 19.9 16.0 17.0 
47.2 48. 7 47.2 41.6 46.9 42.4 干ばつ期間の比率





24.4 30. 8 26.6 20.8 26.8 23.6 
13.4 
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郡 ノ、吋＇－，、.ー フィネー シマロン キオワ
図書主の期待値（%〉 38 36.9 35 36 
収量の期待値（ブッシェル／エー カー） 27 8 31 3 22.0 24.6 
実際の収量〈収機耕地面積1エー カー当Pプッシェルy
1963 15.0 19.0 7.0 7.0 
1962 20.0 26. 0 12.2 17.1 
1961 30.0 31. 0 20.2 22.0 
1960 29.0 39.0 15 8 25.0 
1959 20.0 21. 0 19.5 18.0 
1958 29.0 30.0 23.4 18.1 
1957 16.0 31 0 15.3 13.4 
1956 12. 8 15目3 6.1 5.1 
1955 5.6 14.3 7.4 6.0 
1954 12.3 9.6 5.7 6.0 
1953 10.9 8.5 5.2 6.0 
1952 22.2 23.3 12.5 12.0 
1951 13.1 11. 8 6.0 9.0 
1950 11. 0 10.0 3.4 9.0 
1949 12.0 12.4 13.4 12.0 
1948 16.3 16.7 9.9 18.0 
1947 17.5 23.7 16.3 22.0 
1946 18.6 14.l 9.5 21. 0 
1945 15.2 19.9 7.9 13.0 
1944 17.3 14.3 15.2 13. 0 
1943 14.0 13.6 10.0 18.0 
1942 20.0 19.9 13.7 18.0 
1941 15.0 14.9 11. 6 8.0 
1940 10.9 8 6 11. 3 7.0 
1939 16.3 5.4 7.3 5.0 
1938 9.2 10.0 。 12.0 
1937 10.8 3.8 。
1936 11. 0 5.8 4.1 5.0 
1935 8.0 3.0 。 7.0 































































アダムズ ノぞ マーー 指数 同 じ
／句e、』ー ／、， 』ー パーマ一指数 パーマー指数
フロンティ7 ノξ－＂？一指数 地主主平均値
フィネ ー 同 じ パーマ一指数
シマロン ノξーマ 指ー数 ノ々ーマ 指ー数









































































































































































































アダムズ 25 75 
J‘・、 』ー ／、司F 一ー 27 73 
フロンティア 50 50 
フィネー 62 38 
シマロン 69 31 




































干ばつの経験 少 中 多 多 多
（月数〉 0 72 88 143 174以上 (65才以下〉 (65才以上〉
量島 民 量生 30 35 24 12 12 
平 均 年 齢 35.9 45. 0 62.5 54.5 70.3 







































































































































































第 12表は， 「50年代」， 「30年代J と答えた
農民の魯l合を郡別に示している。この場合，母数
第 12表 「50年代」と 「30年代Jとい
う表現を使った農民の比率
7 ,{ フ 7 シ キ
ダ ロ イ ・雪F
郡 / オム ,{ 7イ． ネ ロ
ス．， ア ン ワ
「50年代」 。。。6 8 23 


























































制l アダ ムズ f、ー ／ー、－ 』ー フロンティア フィネ ー シマロン キ オワ
最近の干ばつ 軽微 顕著 中程度 極端 顕著 顕著のカテゴリー

































原著：T.F. Saarinen (1966) Perception of the 
Drought Hazard of the Great Plains, Chapter IV 
Perception of the Drought Hazard, The University 
of Chicago, Department of Geography Research 





















西部について， BA. Botkin編のTreasuryof Western 























































































Wayne C. Palmer，“Meteorological Drought”， Re-
search Paper No. 45, U. S. Weather Bureau 
(Washington: U. S. Department of Commerce, 
February, 1965) 
idem “Climatic Variability and Crop Production，” 
Weather and Our Food Supply, CAED Report 20 













った．さらに， 65才以上の最伊~者と， 65 才未満の
「経験豊富な農民jの中の最年長老との聞には4歳の
開きがあるから，高齢であることによる要因は取り除
かれた。ただ，こうすると，各グループの人数が等し
くなるのは残念である．しかし，経験年数の中間グル
ープの中の最長経験者と，最長グループの中の最短経
験者との問には30か月， 最短グループの中の最長経
験者と．中間グルーフ．の中の最短経験者との問には14
か月の開きがあり，そのほかのところにはこれほど大
きな開きがないので，グループとしての特性はいちば
んよく現われている．
8）ジョン・ベネット氏からの1965年10月5日付の私
信によれば，サスカチェワン州南西部で行った調査で，
全く強立に， これと問機な結論に達したという．
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